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政
府
は
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
配
備
計
画
を
め
ぐ
り
、
東
北
地
方
の
配
備
候
補
地
と
し
て
、
秋
田
、
青
森
、
山
形
三
県

の
各
国
有
地
な
ど
を
比
較
検
討
し
た
上
で
、
秋
田
市
の
陸
上
自
衛
隊
新
屋
演
習
場
を
適
地
に
選
定
し
た
が
、
そ
の
選
定
根
拠
と

し
た
調
査
デ
ー
タ
に
複
数
の
誤
り
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」
で
選
定
を
見
直
し
、
外
部
に
委
託

し
て
測
量
な
ど
の
再
調
査
を
進
め
て
い
る
。 

 

以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

菅
官
房
長
官
は
令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日
午
前
の
記
者
会
見
で
、
「
様
々
な
条
件
を
総
合
的
に
評
価
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
が
、
住
宅
地
な
ど
か
ら
の
距
離
は
重
要
な
考
慮
要
素
に
な
る
」
と
し
て
、
「
再
調
査
で
は
住
宅
地
と
の
距
離
も
考
慮
し

て
評
価
す
る
よ
う
、
防
衛
省
に
指
示
し
た
」
と
し
て
い
る
が
、
令
和
元
年
五
月
付
け
の
防
衛
省
資
料
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
の
配
備
に
つ
い
て
―
各
種
調
査
の
結
果
と
防
衛
省
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
―
」
の
「
他
の
国
有
地
の
検
討
」
に
基
づ
け

ば
、
「
住
宅
地
等
か
ら
の
距
離
」
は
選
定
条
件
と
し
て
、
す
で
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

た
だ
、
資
料
で
は
、
「
①
国
有
地
の
抽
出
」
「
②
遮
蔽
に
関
す
る
検
討
」
「
③
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
検
討
」
の
各
条
件
を

満
た
し
て
初
め
て
、
「
④
国
有
地
の
機
能
・
役
割
等
に
関
す
る
検
討
」
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
住
宅
地
等
か
ら
の
距
離
が
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十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
条
件
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
屋
演
習
場
が
適
地
と
結

論
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

「
住
宅
地
等
か
ら
の
距
離
は
重
要
な
考
慮
要
素
に
な
る
」
と
し
て
い
る
以
上
、
た
と
え
ば
、
「
住
宅
地
等
か
ら
の
距
離
」

を
第
一
条
件
と
し
て
最
優
先
に
検
討
す
る
こ
と
等
、
検
討
か
ら
選
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
根
本
か
ら
見
直
す
こ
と
が
不
可
欠

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

二 

一
に
あ
る
よ
う
に
、
前
回
の
調
査
に
お
い
て
「
住
宅
地
等
か
ら
の
距
離
」
は
、
適
地
を
選
定
す
る
上
で
考
慮
し
評
価
さ
れ

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
再
調
査
で
は
住
宅
地
と
の
距
離
も
考
慮
し
て
評
価
す
る
よ
う
」
改
め
て
指
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
菅
官
房
長
官
と
防
衛
省
の
「
住
宅
地
か
ら
の
距
離
」
に
つ
い
て
の
認
識
に
は
乖
離
が
あ
り
、
特
に
秋
田
市

の
新
屋
演
習
場
は
「
住
宅
地
か
ら
の
距
離
が
十
分
確
保
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
官
房
長
官
の
認
識
に
よ
る
指
示
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

三 

佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
は
、
令
和
元
年
十
一
月
二
十
日
に
首
相
官
邸
で
菅
官
房
長
官
と
面
会
し
た
際
、
「
新
屋
に
つ
い
て

は
非
常
に
無
理
が
あ
る
」
と
い
う
重
い
言
葉
を
官
房
長
官
に
伝
え
、
二
十
五
日
の
定
例
会
見
で
は
、
佐
竹
知
事
は
「
県
民
感

情
を
踏
ま
え
る
と
（
防
衛
省
が
取
得
の
意
向
を
示
す
）
県
有
地
を
売
却
す
る
議
案
提
出
を
で
き
る
状
況
で
は
な
い
」
と
し
、
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令
和
元
年
十
二
月
二
日
の
県
議
会
一
般
質
問
に
対
し
て
も
、
「
新
屋
に
つ
い
て
は
非
常
に
無
理
が
あ
る
と
い
う
前
提
で
、

（
河
野
太
郎
防
衛
相
に
）
申
し
入
れ
を
す
る
」
と
答
弁
し
、
配
備
撤
回
へ
の
頑
な
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。 

 
 

再
調
査
の
結
果
を
問
わ
ず
、
政
府
が
配
備
先
を
決
め
る
大
前
提
と
し
て
き
た
「
地
元
の
理
解
」
か
ら
明
ら
か
に
遠
ざ
か
っ

て
お
り
、
適
地
と
す
る
の
は
も
は
や
困
難
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


